
会計学概論 FH63 051 

第２学期 水曜 １・２時限（２単位） 対象： ２－４年生  

担当教員： 岡田幸彦 3F1031 電話 853-5090  

E-mail okayu@sk.tsukuba.ac.jp   Office hours: 授業において公表する 

教科書： なし(適宜、講義ノートを配布します) 

参考書： 桜井久勝・須田一幸［2007］『財務会計・入門』有斐閣アルマ。 

     岡本清［2000］『原価計算』国元書房。 

授業概要・教育目標： 企業会計の基礎を講義します。財務会計は、日商簿記検定

3級レベルの記帳技術の習得を目指すとともに、主要財務諸表（貸借対照表、損益

計算書、キャッシュ・フロー計算書、株主資本等変動計算書）の意味内容を理解で

きるレベルを目指します。管理会計は、各種原価概念を理解し、原価計算・原価管

理の基礎を習得することを目指します。 

 

授業計画： 

第 1週 企業と会計、資産・負債・純資産 

第 2週 複式簿記の原理、勘定科目と仕訳（記帳演習） 

第 3週 補助簿（記帳演習）、転記（記帳演習） 

第 4週 残高試算表（記帳演習）、精算表（記帳演習） 

第 5週 中間テスト、解説 

第 6週 会計利益の意味、公認会計士の役割（公認会計士による講演） 

第 7週 主要財務諸表（貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、

株主資本等変動計算書）を読む 

第 8週 主要財務諸表を用いた企業分析 

第 9週 Planning and Control for Profit、原価の諸概念 

第 10 週 標準原価管理 

 

成績評価： 中間試験 40％、期末試験 60%。 

中間試験の内容（予定）： 日商簿記検定 3級レベルの記帳技術 

期末試験の内容（予定）： 企業会計の意義、日商簿記検定 3級レベルの記帳技術、

財務諸表分析、原価・利益の測定と管理 

備考： 毎週小テストを行う予定であるが、これは（１）受講生の講義内容の理解

度を深める、（２）受講生の理解できなかった点（講義が悪かった点）をアフター

フォローする、という 2点を目的とするものである。 

 


